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天　界　新　知　識
　　　　　　　　　　　　明るい二重星の新サ1ゴ1
　歯入リク天女棄のG・P・Kuiper君とい．1、のは，元來オフン．ダ4三れの若い天交家で
あってかの1929年三κ月の日食槻測のためライデン大學からスマトラ島へ蓮征し，其の
後，ジヤバの第四丸太李洋學術娘心にも一寸顔を出したが，同年秋、太雫洋を経て渡
米し，リクに今まで滞在してみる・止の人がエイトケン慶長の特別な指導を受けて，
昨1934年からリク天丈塁の小ド1ム中にある口径30糎赤道儀を用ゐ，肉眼にも見える
6．5等級以上の全天恒星の．二重星サドで1を始めた・全天と言つτも，リク天文墓か
ら見える肉眼星は赤緯一　L）O。以北に限帰L，二二射J6000星の再調査であって，さきの
エイトケン氏の9等以上り『重星サ1・・tlに漏れt：　」〈距離のもの即ち覗距離5”乃至
30”のものを圭目的とし，倍率は270を使用する・　しかし此の大事業の序でに，380
倍の倍傘を用みて，5”以下の小距離の星をも測定してみるが，30糎口径の望遠鏡で
観測し得る最小距離は0！！3である・
　中口裡の望遠鏡でなし得る貴い研究の一である・カイ・；1氏は今までに，既iこりク
で見える天空の牛ば以上を調査し終り，30”以下の新．二重星約工00個を狡属した・其
のうち，5”以下のものだけでも下の如く約22封を藪へてるる・［ASP・272，273，274］
　II．1〈．466．　392，　1，181，　2214，　28．F，’1，　2844，　3t・）一‘3，　：｝6；・IO，　：」6Sl，　4310，　448ti，
　　517・1・，　53：），O，　6091，　64t56．　7・07L），　7166，　7402），　7486，　SO38，　8618，　862fl．
　　　　　　　　　　　カシオペヤ座RS星の墜光研究
　此り星はセプアt式の攣星であって，1904年モス1・ウのCel’aski夫人が篇飛板樵査
中に餐罰したものである・光度の親測は今までにブラジ：1　：ホイト＝7ジヨルダン，
シネラ1，ロビンソン諸氏がやってみるが，最近には支那の中山Je．gの張雲氏が15糎
の赤道儀で観測した・止等を要約すると，
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詳細は國立中山大學天交盛爾月刊第5巻第5期にある・
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　　　　　　　　　　　　　　學　募　滑　息
　来國天女學界は去9月10－12日，ConnJ・il　New　London市で第52回潜戸を開き多
くの研究登表があっt二・ヌ洞回目53回総會は昨年末12月27－29日，Phil・d・lph三・市
のFranklin學院で開會，　W．　S．　Adaτus氏の講演，其の他多くの研究登表あり，新會
長はH．N．　Russe11博士が三二された・ヌ．此の二二こ第一回A・J・Cann・・嬢紀念賞
がPayne・Gaposchkin夫人に贈られた・
　去る9月5－12日，三二學術奨働曾はAberdeen市に総會を開き、，會長：　Jaines　Jeans．
博士ばL現代物理學の新宇宙像可といふ題の講演をした・ヌ．，其の鍛物二部ではH．M．
MacD。nald博士がし光の理論「，　E・A・Milne博士がL恒星スペクトル中の吸曲線の意
義1，ヰルソン山天交蘂のTh・Dunhaui氏とヤ1キ1ス天文墓長0・Struve氏とが分
光光度術1について，それぞれ論文をよみ，9月11日にはL望二二「を主題と．してシムポ
ジウムあり，特にカナダのトロン1・大學天文塁に新装された190糎大反射鏡と，グリ
ニチ天文毫に新設されたヤプ墓遠鏡の紹介解説等が人目を惹いた・
　去11月6日，スエデン國天文界の元老でルンド大學教授C・V・L・Cha・エier氏が72歳
の高齢を以って遡去された・〔天界第50號謬照〕
　去る9月2日，米國ハiゾ｛1“．大學天下嚢の講師で特に限星や流星の研究者であっナ＝
w．J．　Fisher氏が67歳で逝去した・
　去7月17日，英國のH．G・T。mkins氏が逝去しナニ・氏は月の研究者として，丈中
口径の反射鏡製作1者として；有名であった・略傳は追て描げる・
　去11月20日，オランダ國ライデン大童天文塁長W・de　Sitter博＝ヒが逝去した・學
界の大損失である，略傳：は次馬に，
　　　　　　　　　　　　ガス星霧のスペクトルと放分
　ガス星霧は其の附近の恒星の光bに刺激されで饗下するといゴ、考へは1791年に大・’
iシェルが始めて饗表したもので其の後忘れられてみたのが，最近V・　M・Slipller・W・
H，Wright，　H．　D．　Curtis，　E・B・Hubble諸氏の槻測や研究で確かめられたものである・
近頃，米國力州工二院のLS・Bowen氏の研究によれば，こうした回心の光の主な源
泉は極限蓮外の星光による電離状態から電子が復答する時に起る登光であって，爾ほ
其れに加へて，可成り（p第二次輻射のために蛮する光もあるといふ・此等の研究によ
り，星霧中には水素ガスが最も多量で・次ぎはヘリウムであることが知れた・爾ほ窒
素，酸素，ネオン，硫黄や，恐らく炭素やアルゴンも存在してみるらしい・そして弗
素，ナトリウム，シリコン，燐，謡言，カリウム，カルジウム等は全く見當らない・
一故に，これで見ると，ガス星霧中には金属より．も一般には非金驕の方が存在し得
る傾向であることは注意すべきである・山本博士の週期傘表で示すと
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太字はガス星霧中に在るもの，（　）の中のは無きもの，他は不明・〔Ap・」・81，1〕
